
中学校国語正答例 

 

問題番号 正   答  ［例］ 一 １ 地域の大人と子どものつながりが深まること。 ２ ウ 二 １ ウ ２ （１） います （２） ウ （３） ア 
三 １ ①  たんさ ② 秘 ③ 異 ④ げんいん ２ イ ３ イ ４ エ ５ ウ 四 １ 六十歳以上が最も低く、最も高い十六歳から十九歳までと比べる ２ ① ウ ② イ ３ 言葉の意味のとらえ方は、時代とともに変わっていく。 私は、相手がどのような意味で言葉を使っているかを考えながら、コミュニケーションを図っていきたい。 
五 

１ （１） いる （２） 自分が自分であることを大切にして生きよう 
２ 

（「星とたんぽぽ」を選んだ場合） 金子みすゞは、「土」では「ぶたれぬ土」「ふまれぬ土」の役割に注目して「名もない草のおやどをするよ」と書き、「星とたんぽぽ」では目に見えない昼の「星」とたんぽぽの「根」に注目して「見えぬものでもあるんだよ」と書いています。 二つの詩に共通するのは、人に気付かれにくいものを取り上げているということです。そこから、人が注目しないものにも目を向ける金子みすゞの優しさがわかります。（186字）  （「つもった雪」を選んだ場合） 金子みすゞは、「土」では「ぶたれぬ土」「ふまれぬ土」の役割に注目して「名もない草のおやどをするよ」と書き、「つもった雪」では「中の雪」の気持ちに注目して「さみしかろな」と書いています。二つの詩に共通するのは、人に気付かれにくい存在を題材にしているという点です。そこから、あまり人が注目しないものも大切にしようとする金子みすゞの優しさがわかります。（173字）  


